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令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 29日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 21日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

自立と社会参加

をめざし、カリ

キュラムマネジ

メントの視点を

踏まえ、小・

中・高一貫した

教育課程の編成

と、わかりやす

い授業づくりに

取り組む。 

 

 

 

卒業までの 12 年

間の系統性・連

続性を意識し、

子どもや地域の

実態を踏まえた

教育課程の編成

実施、評価を行

う。 

 

小・中・高それ

ぞれのライフス

テージで身につ

けさせたい力を

確認し、わかり

やすい授業実践

をする。 

 

学部研究の成果を踏ま

え、子どもの学びを支え

る地域社会とのつながり

や、小学部入学から高等

部卒業までの系統性、連

続性を意識した教育課程

の編成、実施、評価を行

う。 

 

小・中・高それぞれのラ

イフステージにおける指

導支援の留意点、工夫す

べき点を共有し、引き続

き学習内容の整理を行

い、本校の地域性を踏ま

え、系統的に地域資源を

活用した教育実践につな

げていく。 

自立と社会参加を

めざし、カリキュ

ラムマネジメント

の視点を踏まえ、

小・中・高一貫し

た教育課程の編

成、実施、評価が

できたか。 

 

小・中・高それぞ

れのライフステー

ジで身につけさせ

たい力を確認し、

わかりやすい授業

実践をすることが

できたか。 

学部研究の成果を

活かし、カリキュ

ラムマネジメント

の視点を踏まえ、

一貫した教育課程

の編成、実施、評

価ができた。 

 

 

小・中・高それぞ

れの段階で身につ

けさせたい力を確

認し、工夫すべき

点を共有し、学習

内容の整理を行

い」わかりやすい

授業実践をするこ

とができた。 

 

それぞれの学部研究

の成果を活かし、何

を優先的に行うかを

明確にし、共通認識

をもって授業実践と

評価を行う必要があ

る。 

 

 

卒後の生活につなが

る知識や身につけさ

せたい力を整理し、

校内だけではなく、

地域の社会資源を活

用して授業を展開す

る必要がある。 

・プールが使用でき

ないことは、とても

残念である。体育セ

ンターや地域の施設

を利用して実施でき

ないか。⇒検討して

いく。 

 

 

・ICTについて、一人

一台端末になること

は良かったが、管理

はとても大変だと思

う。⇒これまでは一

括管理であったが、

今後は、各教室での

管理となる。 

カリキュラムマネジメ

ントの視点を踏まえ、

ある程度一貫した教育

課程の実施、評価がで

きた。実践する際は、

教員間で共通認識を持

つことが必要である。 

 

 

小・中・高それぞれの

段階で身につけさせた

い力を確認し、工夫す

べき点を共有し、学習

内容の整理を行い、わ

かりやすい授業実践を

することができた。 

小学部入学から高等

部卒業までの系統

性、連続性をより意

識した指導支援を行

い、一貫性のある教

育を実践していく。 

 

 

 

本校の地域性を踏ま

え、系統的に地域資

源を活用した教育実

践をしていく。実際

に活用できる社会資

源を発掘して、利用

をしていく。 

２ 
児童・生徒  

指導・支援 

チーム支援の視

点を重視し、児

童・生徒個々の

教育的ニーズを

適切に把握し、

「主体的に学び

行動する力」を

育成する指導・

支援を組織的に

行う。 

 

客観的アセスメ

ントについて、

学校全体での共

通認識を持ち、

アセスメント結

果を踏まえてケ

ース会を実施し

個別教育計画に

反映していく。 

 

 

アセスメントの

有効性について

検証を続けると

ともに、授業づ

くり、指導支援

の実践に有効活

用していく。 

 

各学部で採用した「客観

的アセスメントツール」

を活用し、共通言語を用

いてケース会議を実施

し、個別教育計画に反映

させ、PDCA サイクルに

則って実践していく。 

 

 

 

 

客観的アセスメントを有

効活用し、授業の年間計

画の立案や授業づくり、

授業改善、授業実践を行

う。 

チーム支援の視点

を重視し、児童・

生徒個々の教育的

ニーズを適切に把

握し、「主体的に

学び行動する力」

を育成する指導・

支援を組織的に行

うことができた

か。 

 

アセスメントの有

効性について検証

を続けるとともに

授業づくり、指導

支援の実践に有効

活用していくこと

ができたか。 

 

アセスメントツー

ルや共通言語を用

いて、児童・生徒

個々の教育的ニー

ズを適切に把握

し、「主体的に学

び行動する力」を

育成する指導・支

援を学校全体で行

うことができた。 

 

アセスメントの有

効性について検証

を続けながら、授

業づくり、授業改

善等、指導支援の

実践に有効活用し

ていくことができ

た。 

各学部で採用した

「客観的アセスメン

トツール」を活用

し、将来を見据えた

個別教育計画を作成

し、指導支援を行っ

ていく必要がある。 

 

 

 

 

わかりやすい授業に

関しての情報共有に

ついて課題があるの

で、チームで同じ視

点を持ち指導に取り

組んでいく必要があ

る。 

 

・教員の年齢がアン

バランスで、若手へ

の伝達が難しい状況

がある。「同僚性」

がキーワードで「チ

ーム学校」をいかに

作っていくかが今後

重要になってくる。 

 

 

 

・「アセスメント」

等共通の物差しを持

つことが大事。「教

員皆」で「子どもた

ち皆」を見ることが

できるよう、現在行

っていることを継続

して取り組んでい

く。 

 

アセスメントツールや

共通言語を用いて、児

童・生徒個々の教育的

ニーズを適切に把握

し、「主体的に学び行

動する力」を育成する

指導・支援を学校全体

で行うことができた。 

 

 

 

アセスメントの有効性

について検証を続けな

がら、授業づくり、授

業改善等、指導支援の

実践に有効活用してい

くことができた。 

 

各学部において「客

観的アセスメントツ

ール」を活用し、共

通言語を用いてケー

ス会議を実施し、個

別教育計画に反映さ

せ、PDCAサイクルに

則って実践してい

く。 

 

 

アセスメントを有効

活用し、授業の年間

計画の立案や授業づ

くり、授業改善、授

業実践を行う。 

 



  

３ 進路指導・支援 

一人ひとりの将

来の自立と社会

参加のあり方を

見据え、発達段

階とライフステ

ージに沿った進

路指導・支援を

組織的に行う。 

 

 

自己選択・自己

決定を意識した

授業や活動を実

施し、地域との

協働や地域の施

設の活用を継続

し、自立と社会

参加に向けた進

路指導・支援を

行う。 

最新の移行支援に関する

動向等についての情報収

集に努める。学校運営協

議会の委員からの意見も

求めながら、自立と社会

参加という視点を意識し

た指導支援に取り組む。 

一人ひとりの将来

の自立と社会参加

のあり方を見据え

発達段階とライフ

ステージに沿った

自己選択・自己決

定を意識した授業

や活動を実践し、

進路指導・支援を

組織的に行うこと

ができたか。 

 

個々の発達段階と

ライフステージに

沿った自己選択・

自己決定を意識し

た授業や活動を実

践し、ある程度、

小学部段階から進

路指導・支援を組

織的に行うことが

できた。 

 

引き続き、卒業後の

生活を見据えた授業

を展開していく必要

がある。学校の中だ

けで通用する常識と

社会の常識のずれを

意識があることを意

識し、指導支援を行

う必要がある。 

・卒業後の自立と社

会参加を見据えて、

教員の「さん付け呼

称」の徹底について

は、継続して取り組

んでほしい。 

個々の発達段階とライ

フステージに沿った自

己選択・自己決定を意

識した授業や活動を実

践し、ある程度、小学

部段階から進路指導・

支援を組織的に行うこ

とができた。 

 

自立と社会参加とい

う視点を意識した指

導支援に取り組む。

特に言葉遣いや適切

な距離感について

は、日常の指導支援

場面でより強く意識

する必要がある。 

４ 地域等との協働 

共生社会の実現

に向けて、地域

におけるセンタ

ー的機能を継続

するとともに、

コミュニティ・

スクールとして

地域との協働に

よる教育活動を

展開することが

できたか。 

 

 

F棟及び G棟の整

備や活用につい

て、学校運営協

議会の将来構想

部会、切れ目な

い支援部会と連

携しながら、将

来構想チームを

中心に検討し、

実際の活用につ

なげていく。 

 

「 に ん に く 計

画」や「交流フ

ェスティバル」

等を契機に地域

との協働をさら

に発展させる。 

F棟・G棟内の整備につ

いては、学校運営協議会

委員からの意見聴取を行

い、短期的、中長期的な

整備計画を立案する。 

 

 

 

 

 

 

 

「にんにく計画」や「交

流フェスティバル」の意

義について全校で共有

し、地域との連携・協働

を推進する取り組みとし

て、更に発展させる。        

共生社会の実現に

向けて、地域にお

けるセンター的機

能を継続するとと

もに、コミュニテ

ィ・スクールとし

て地域との協働に

よる教育活動を展

開することができ

たか。 

 

 

二事業について、

地域との連携協働

を推進する取り組

みとして、更に発

展させることがで

きたか。 

 

センター的機能を

発揮し、コミュニ

ティ・スクールと

して地域との連携

協働を常に意識し

ながら教育活動を

展開することがで

きた。 

 

 

 

 

地域や関係機関の

方々と顔の見える

形で連携協働する

ことができ、双方

にとって実りある

取り組みとなって

いる。 

 

 

F棟・G棟内の整備

については、学校運

営協議会委員からの

意見聴取を行い、短

期的、中長期的な整

備計画を検討した。

引き続き、具体性の

ある活用方針をまと

めていく必要があ

る。 

 

 

「にんにく計画」を

実施する中で学福農

商の連携協働事業と

して発展させていき

たい。 

・瀬谷支援学校の立

地する地域の皆様

は、とても温かい。

「地域資源マップ」

の作成をとおして、

今後も地域と一緒に

なっていろいろと考

えていければと思っ

た。   

 

 

 

・「にんにく計画」

について、小学生の

児童は、お客さんで

はなく、当事者とし

ての自覚を持ってい

ることが分かった。 

センター的機能を発揮

し、地域になくてはな

らない学校として、良

好な関係を保って連携

協働や交流活動を展開

することができた。 

 

 

 

 

 

 

より一層、地域や関係

機関の方々と顔の見え

る形で連携協働してい

く。双方にとって実り

ある取り組みとなるよ

う密に連絡を取り合う

必要がある。 

 

F棟・G棟内の整備に

ついては、学校運営

協議会委員からの意

見聴取を行い、具体

的な活用方法をまと

め、できることから

始めてみる。 

 

 

 

 

 

「にんにく計画」を

実施する中で学福農

商の連携協働事業と

して発展させるため

に、切れ目ない支援

部会と連携して取り

組んでいく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

すべての教職員

が、教育課題を

適切に把握し、

解決に向けて組

織的に対応して

いくことのでき

る学校体制を確

立する。 

組織的に業務改

善、課題改善を

行うシステムを

定着させ、個人

ではなく、チー

ムで取り組むこ

と を 再 確 認 す

る。 

 

 

「よりよい学校づくり、

業務改善に向けた提案」

のシステムを活用し、

PDCAサイクルに則り、

業務改善に結び付ける。 

 

 

 

 

 

 

ホームページを充実させ

るなど地域の関係機関に

積極的に発信をし、支援

学校としての姿勢を説明

していく。 

「よりよい学校づ

くり、業務改善に

向けた提案」のシ

ステムを活用して

教育課題の解決に

向けて組織的に対

応する学校体制を

確立することがで

きたか。 

 

 

ホームページを活

用し、支援学校と

しての本校の姿勢

を地域に向けて発

信することができ

たか。 

「よりよい学校づ

くり、業務改善に

向けた提案」のシ

ステムを活用し、

喫緊の課題や中長

期的な課題につい

て共有し、課題解

決に向けた提案を

行うことができ

た。 

 

ホームページを活

用し、支援学校と

しての本校の姿勢

を地域に向けて発

信することが概ね

できた。 

教育課題を整理し、

PDCAサイクルに則

り、業務改善に結び

付ける意識が定着し

たので、今後も継続

していく。 

 

 

 

 

 

発信する情報量や更

新の頻度についは、

できる範囲で改善し

ていく必要がある。 

・災害時の学校の在

り方については、個

人情報の管理、学校

を再開することの大

変さなど様々な課題

があるが対応してい

くことになる。⇒今

後、近隣住民にカギ

を預けるなど、何か

あったときの対応を

今後検討する必要性

について職員に話し

ているところであ

る。 

「よりよい学校づく

り、業務改善に向けた

提案」のシステムを活

用し、喫緊の課題や中

長期的な課題について

共有し、課題解決に向

けた提案を行うことが

できた。 

 

 

 

ホームページを活用

し、支援学校としての

本校の姿勢を地域に向

けて発信することが概

ねできた。 

 

カリキュラムマネジ

メントに積極的に取

り組み、教育課題を

整理し、PDCAサイク

ルに則り、業務改善

に結び付ける。 

 

 

 

 

 

発信する情報量や更

新の頻度についは、

できる範囲で改善し

ていく必要がある。 


